
「みんな あつまれ やっほいほい」～わくわく○○ランド～１．単元名
２．活動にあたって

こんな子どもだから
本学年の子どもたちは，興味・関心をもったことに意欲的に取り組もうとする子が多

い。自分の気付きを「話したい，聞いてほしい」と，休み時間や生活科の時間に，意欲
的に話せるようになってきている。

年生の生活科の学習では，地域の「◇◇◇◇農園」で工夫をしながら遊んだり，保1
育園・幼稚園の年長児を招待したりして，○○の「ひと・もの・こと」にかかわってき
た。 年生の学習では，通学路を中心に地域での仲良しの人や好きな場所を増やすため2
に探検を行った。下○○公園をくり返し探検したり，地域のお寺の住職にインタビュー
をしたり，○○の「ひと・もの・こと」に数多くふれ合ってきている。探検を続けたこ
とで，身近な公園を新たに発見したり，私たちは，地域の方々に支えられていることに

。 ， ， ，気付いたりすることができた しかし 自分たちで学習をする中で 課題を見つけたり
その課題を解決するために追究したりする学習は，数多く経験していない。

この単元で
本単元では 「みんなで楽しく遊びたい」という願いを実現するために，自分たちで，

「わくわく○○ランド」を計画し，遊びを作り出したり工夫したりしていく。このラン
ドに学年の友だちやお世話になった人たちを招待することで「○○さんと遊びたい。○
○さんに喜んで欲しい」などの願いが生まれ，課題設定ができると考える。課題追究の
中で遊びの制作や遊び工夫の必然性が生まれ，試行錯誤の中から気付きが生むことがで
きると考える。追究してできあがった「わくわく○○ランド」の感動を学年の友だちや
お世話になった人たちを招待することで，人に楽しんでもらう喜びも感じることができ
ると考える。

また，国語科の教材「あったらいいなこんなもの」で対話する力を学んだことは，こ
の生活科の学習の中で，同じおもちゃの遊びのことを話し合ったりアドバイスをしたり
していく上で効果的であると考える。

こんな支援で
○ 子どもたちが意欲的に追究活動を行えるように 「わくわく○○ランド」に招待す，

る人を話し合って決めさせる。その際，招待したいという願いをもつように，学年や
探検でお世話になった人やかかわった他学年との活動が分かるような写真を掲示して
おく。

○ 子どもたちの追究活動を持続させるために，遊び方やおもちゃづくりの資料・完成
した手作りおもちゃも教室内に揃えておきたい。

○ 学級で作った「わくわく○○ランド」を学年全体で交流することで，人々とかか
わる楽しさや自分のよさ，友だちのよさに気付かせていきたい。

○ 国語科で学習した「あったらいいなこんなもの」の学習のあゆみや既習した話す・
「 」「 」 ，聞く力 分かりやすい話し方 上手なたい話のし方 を壁面に掲示しておくことで

おもちゃづくりや遊び方を話し合う時に，お互いの考えを受けとめたり受け入れたり
しやすいようにしておく。

こんな力を
【関・意・態】 友だちや地域の人々と親しみをもってかかわり，知っている遊びや地

域行事を参考にしながら，楽しく遊ぼうとしている。
【思・表】 身の回りの自然や身近にある物を利用しながら，友だちと協力して遊

ぶ物を作ったり，自分たちの思いを生かした遊びを作り出したりして，
楽しく遊ぶことができる。

【 】 ， ，気付き 遊びを通してその達成感を味わうとともに 人々とかかわる楽しさや
自分や友たちのよさに気付いている。



３．主な学習活動と評価規準および教師の支援（１４時間）

主な学習活動と内容 評 価 規 準 教 師 の 支 援学習過程

（評価方法）（配時） （生かしていく国語科の表現する力）

１．どんな会にしたいか計画 【関・意・態】 ※ 教室内に子どもた

を立てる。 ② 身近なものに関心をも ちが意欲を持つよう

○ 会の名称決め ち，遊びたいことを考え な手作りおもちゃを

つ ○ 招待する人を決める話 たり，材料をそろえたり 置いておく。

お世話になった人を招待か し合い しようとしている。 ※

したいという願いをもつよむ ○ 材料集め （行動観察）

うに，学年や探険などでお世

（

○ 学級のシンボルづくり

話になった人やかかわった他２ （話題に沿って,知らせたい

学年との活動が分かるよう

）

ことをはっきりさせて伝え

な写真を掲示しておく。ることができる ）。

２．遊びをつくる。 ④ 【関・意・態】 ※ 参考になるような

○ 身近な物を使って，グ 相手の考えを受け止め 手作りおもちゃの作

ループの友だちとの制作 ながら，みんなと一緒に り方の資料や写真を

○ 作りながら遊んでみて 遊びづくりをしている。 教室に掲示しておく。

の約束・ルールづくり。 （行動観察）

３．学級内で遊びを試す。 ③ 【思・表】

○ 自分たちの遊びの工夫 身の回りにあるものを ※ 学級内で試しの遊

さ するところ見つけ 使って，友だちが楽しく びの場を設定するこ

ぐ ７ １４ ２の３本時 なるように約束やルール とで，みんなで一緒（ ）/
る ○ 遊びの工夫 を考えたり，相手を考え に遊ぶために工夫す

８ １４ ２の１本時 て遊びの道具を工夫して作 るところに気付き，

（

（ ）/
９ ったりしている。 より楽しい遊びがつ（遊びを作ったり体験した

くっていけるように

）

りする中で，友だちの発言（ ）行動観察・発表・学習プリント

【気付き】 する。を受け止め，思ったことを

遊びを通して，遊びを ※ 友だちと協力してやりとりしながら進めるこ

工夫することの楽しさや 作ったり，遊んだりとができる ）。

４．同学年の友だちとお互い 約束やルールを守って遊 する楽しさを味わえ

に遊ぶ。 ② ぶことの楽しさに気付い るように，役割分担

○ 新しいアイデア見つけ ている を 話し合う場を設け。（ ）発表・学習プリント

る。

５． 【思・表】 ※ お客さんが変わっお世話になった人を招待して 「わ，

遊びを工夫して作った ても今までと同じよくわく○○ランド」を開く。②

○ お客さんに応じた，遊 り，友だちと協力して楽 うなルールでいいの

びの工夫 しく遊んだりしたことを かを考えることで，

６．これまでの活動をふり返る。① 文章に書くことができ お客さんに応じた遊

○ 遊びの工夫や友だちと る 学習プリント びを工夫することが。 （ ）

の協力の楽しさ できるようにする。

これまでの活動の自分（自分の工夫や楽しさを相 【気付き】 ※

や友だちの頑張りや，み手に伝え，友だちの考えを 遊びを通して，友だち

んなで遊ぶことの楽しさ意欲的に聞くことで，友だ のよさや自分との違いに

をふり返られるように，ちのよさや自分のよさの違 気付いている。

，いに気付くことができる ）。 （ ）学習プリント 活動の写真を掲示したり

学習プリントをふり返っ

たりする。

ふ
り
返
る
（
３
）



４．２年 組 本 時（ ）７／１４

５．本時目標
○ 学級内でお互いに遊びを試して，感想を発表し合うことで，みんなで一緒に遊ぶ

ために工夫していくところを見つけることができる。 【思・表】

６．本時指導の考え方

本時までに子どもたちは 「お世話になった人を『わくわく○○ランド』に招待して，

一緒に楽しみたい 」という願いをもち，遊びの計画を立てて，友だちと協力をしなが。

ら遊びをつくってきている。子どもたちは，同じグループの友だちと遊びながら道具を

作ったり，約束やルールを考えたりしてきたが，その遊びは自分たちが楽しむことにと

どまっており，まだ十分にみんなが一緒に楽しめるものになっていない。

そこで本時では，子どもたちが自分たちだけで楽しんでいた遊びを工夫して，みんな

で楽しめる遊びにしていくために，自分たちの遊ぶ道具，約束やルールで工夫していく

ところを見つけることをねらいとしている。そのために，学級内でお互いに遊びを試す

場を設定し，遊びの中で見つけた感想を発表し合うことで，子どもたちはお互いの遊び

の工夫していくところに気付くことができると考えられる。

， ， ，まず これまでにグループごとに考え つくってきた遊びを掲示物をもとにふり返り

本時のめあてをつかませる。

次に，それぞれの遊びを試してみる。遊んでいる子が，友だちの遊びに対して，楽し

いと思った「よかったところ」やもう少しこうしたらいいと思った「アドバイス」を書

くことができるように 「よかったところ」はピンク色 「アドバイス」は黄色の感想， ，

カードを準備しておく。感想を書けていない子どもに対しては， １・ ２で担当するT T
グループを決めておき，子どものつぶやきを感想にいかせるように支援していく。

遊んだ後に，全体で集まり感想を発表し合う。感想を発表するときに，各グループへ

の感想が出てこなかった場合には，各グループへの感想を活動の中で見取っておくこと

で，意図的に指名をしたり，教師が見つけた感想を伝えたりして支援していきたい。そ

して 「よかったところ」と「アドバイス」を分けて板書することで，工夫していくこ，

とがはっきり分かるようにしておく。さらに，学年の友だちやお家の人を招待すること

， ， ，を学習計画をもとにふり返ることで 子どもたちが 友だちからのアドバイスをもとに

みんなが一緒に遊ぶための工夫をすることに必要感をもてるようにしたい。

感想を発表し合った後に，各グループごとに分かれて，工夫していくことや必要なも

のを話し合う。本時で見つけた工夫を整理したり，必要な道具や材料を話し合わせたり

することで，次時に向けての自分たちの課題をもたせ，もっと楽しい遊びをつくりたい

という意欲をつなげていきたい。話し合う際には，友だちからの「アドバイス」につい

て見直すことに合わせて，遊ぶ中で自分たちが困ったこともふり返るように助言する。

また，工夫していくことやそのために必要な道具や材料がはっきりと分かるように，学

習プリントに書かせておく。最後に話し合ったことを，各グループごとに発表させ，次

時の活動への意欲をもたせたい。

この学習では，国語科の「あったらいいなこんなもの」の学習で学んだ順序を考えて

話すことや観点をはっきりさせて話すことを生かして，遊び方を順序よく，声の大きさ

を考えて説明したり，何について話すのかをはっきりさせて感想を伝えることができる

ように，掲示物をもとに想起させたい。

７．準 備

（児 童）筆記用具

（教 師）学習カード（よかったところ…ピンク，アドバイス…黄色 ，掲示ボード，）

学習プリント



８．本時学習の展開

主な学習活動と内容 教 師 の 支 援

前時までの活動を掲示してお１．これまでの学習をふり返り，本時めあてをつかま ※

き，これまでの活動をふり返りやせる。

すいようにする。○ 自分たちの計画や遊びの制作の想起

めあて

クラスの友だちにあそんでもらって，あそびが楽しくできるかためしてみよう。

１・ ２で担当するグループを２．お互いの遊びを試してみる。 ※ T T
決め，子どもたちのつぶやきを細かく○ 約束やルールの説明

把握し，感想を書けない子には，遊ん○ 交代しながらの遊び

でいた時ののつぶやきを想起させ支援して○ 感想の記入

いく。・ ピンクのカード…よかったところ

・ 黄色のカード …アドバイス

３．感想を発表し合う。 ※ グループへの感想を見取

○ 遊びのよかったところや工夫していくところへ っておき，各グループのい

の気付き いところやアドバイスが発

表し合えるように意図的に

指名していく。

※ アドバイスされたことが

はっきりと分かる板書にし

ておき，自分たちの遊びを

もっと楽しくしていく必要

感をもたせる。

よりよい工夫ができるように，ア※

ドバイスに加えて，自分たちが困った

こともふり返るように助言する。４．グループごとに工夫するところを話し合う。

話し合ったことを各グループ○ 工夫するところ（アドバイス，困ったところ） ※

ごとに確認することで，次時の活○ 必要なもの

動への意欲へとつなげる。

評価規準

工夫していくところを見つけることができる （学習プリント）【思・表】みんなで一緒に遊ぶために 。

板書をもとに本時学習をふり返※

り，次時への見通しをもたせる。５ 本時の学習をふり返り 次時のめあてを確認する． ， 。

○ 次時のめあての確認

「お家の人がもっと楽しくあそぶことができるようにあ・

そび方をくふうしよう 」。

途中道が分かれてい

るところをよく作って

いたね。壁が壊れてい

たから，壁をもっと強

くしたらいいね。

ボールがどこに

当たっているかよく

わからなかったな。

まとがもっと大きい

とわかりやすくなる

と思います。

ボールが入るところ

が上手に作ってあった

ね。でも，ボールが当

たってすぐに壊れてい

たから，もっと丈夫に

したらいいよ。

ボーリングのピンが壊

れないようにしっかり

と作ってあったと思い

ます。 回しか投げら2

れなかったから，もう

少したくさんできたら

よかったな。

，釣る人がたくさんいて

やりにくかったな。も

う少し人が少なくても

いいと思うよ。

わっかを投げるところ

が近すぎたと思うよ。

投げるところを，もっ

と遠くしてもいいと思

います。



生活科ルーム４．２年 組 本 時（８／１４）

５．本時目標（評価の観点）
○ 作った物で実際に遊んでみたことで気付いた改良点をもとにして，おもちゃやゲー

ムを作り直したり，遊ぶ人のことを考えてルールを作ったり工夫をしたりすることが
できる。 【思・表】

６．本時指導の考え方

本時までに，子どもたちは学級内で行った「わくわく○○ランド」で遊んだ経験を通し

て，楽しかったことや困ったことを整理することができている。しかし，本時めあて「お

家の人が『もっと』楽しく遊ぶことができるように」という『もっと』の具体的な観点を

はっきりともっている子どもたちは少なく，意欲だけもっている子どもたちもいる。

本時では，自分たちが作りだした遊びやおもちゃを，遊ぶ人のことを考えて楽しく遊

べるように改良することをねらいとしている 『もっと』楽しくという観点をはっきり。

とさせ，各活動グループごとに遊びを試しながら製作していく交流活動を仕組めば，本

時のねらいを達成できると考えている。

まず，前時の活動をふり返り，本時のめあてのつかませる。その際に，学級内の遊びで

楽しかったことや工夫したことが明確になるような掲示物を作成しておく。事前に子ども

たちの考えを，おもちゃ自体の工夫と，ルールの工夫との２つの観点で整理しておく。こ

のことで，自分たちにどの観点が必要なのか，どの工夫が自分たちに生かせるのかはっき

りともたせることができると考える。また，個々の子どもたちの学習プリントや行動，対

， 。話から子どもたちの願いを把握しておくことで 声かけ等の支援ができるようにしておく

次に，各活動グループごとに活動する場所を固定することで，リーダーを中心に共通の

目的をもって，話し合ったり作り直したりすることができると考えている。また，共通の

材料や必要な道具について，子どもたちと話し合いながら学級で集めていくことで 「１，

組のわくわく○○ランド」という学級意識を高めることができる。自分たちで活動時間を

考えて行動できるように，本時の活動スケジュールを子どもたちに提示しておく。

最後に，活動を通して解決したことや，残された課題について各グループごとに発表さ

せ，次時の活動への意欲をもたせたい。

この学習では，国語科「あったらいいなこんなもの」における「上手な対話のしかた」

を活動場面で活用することで，グループごとの話し合いが活発なものになっていくと考え

る。国語科でつけた力を有効に活用できるように，国語科の学習のあゆみも側面に掲示す

るなど支援していきたい。

７．準 備

（児 童）前時までの学習プリント，はさみ，のり，セロハンテープ，粘着テープ，

新聞紙，その他製作に必要な物

（教 師）ダンボールカッター，カッターナイフ，画用紙，子どもたちと集めた材料，

前時の活動の写真，学習プリント（ふり返りカード）

分かりやすい話し方，上手な対話の仕方（掲示資料）

本時の活動スケジュール，カッターの使い方の約束



すぐ，つりざおの糸がもつれちゃうん

だよね。つりざおの糸が，もつれないよ

うに片付け方も考えたらいいかな。

８．本時学習の展開

主な学習活動と内容 教 師 の 支 援

１ これまでの学習をふり返り，本時のめあてをつく ※ 前時までの活動を写真や子

る。 どもたちが気付いた遊びの楽

○ おもちゃ，ルールの工夫 しさをまとめた資料を掲示し

ておき，活動の見通しをもた

せておく。

，「 」 。お家の人が もっと 楽しくあそぶことができるようにあそび方をくふうしよう

２ 前時活動のプリントをもとにして各活動グループ ※ 遊びを試しながら，付加修

ごとに改良する。 正できるように，遊びが試せ

○ 材料の場所，安全な道具の使い方の確認 るようなスペースを準備して

・ ダンボールカッターの使い方 おく。

・ 使用した後の片付け方

○ 後片付けと終了時間の確認 ※ ダンボールカッターなどの

○ 活動グループでの話し合いと改良 道具が安全に使えるように，

使い方について分かるように

子どもたちと学習した約束を

作成場所から見える場所に掲

示しておく。

※ 材料と道具の置き場所とゴ

ミの分別場所を明確にするこ

とで片付けがスムーズにでき

るようにする。

※ 話し合いがスムーズに進む

ように，国語と同様にリーダ

ーを中心に活動させる。

※ グループの達成状況が，ひ

と目で分かるように，遊び方

の工夫が完了したら，マーク

を貼れるようにしておく。

※ 各活動グループの本時の思

いを学習プリントや事前の対

話によって支援補助簿を作成

し，個に応じた支援ができる

ように準備しておく。

【思・表】 もっと楽しく遊ぶために，観点を考えておもちゃを改良したり，

ルールを作ったりすることができる （行動観察・ふり返りカード）。

３ 本時の学習をふり返り，次時のめあての確認をす ※ 活動状況を各グループごと

る。 に確認することで，次時の活

○ 全体交流 動への意欲へとつなげる。

・工夫したこと

・できなかったこと

○ 活動カードの記入

○ 次時のめあての確認

・ ２年生わくわく○○ランド」で楽しもう！「

前は、１回しかできなくてすぐ終わっちゃった

から、一人３回したら、もっと、楽しくなると

思うよ。

大人と子どもで投げる場所を

かえたらどうかな。

いいねえ。子どもは力がないから

前の方で，大人は少しはなれたら

どう？

めあて

待ち時間が長かったって書いてあるよ。だ

から，時間を決めたらいいと思う。３分間と

かいいかな。ストップウォッチが必要だね。

いくついるかな。

評価規準


